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Ⅰ　問題と目的
1　若年経験者教員の課題とこれまでの取り組み
　本研究は，若年経験者教員の道徳授業改善への取り組
みの継続実践研究である。
　前回の取り組みⅠ（2017）1）では，「道徳授業の指導に
ついての不安」を挙げる若年経験者教員に対して，校内
指導者のサポートのもと，道徳授業がしやすい教材と指
導法により，授業者が成功体験を持ちやすい 3 つの「道
徳モデル授業プラン」の実践と分析をした。その結果，「道
徳モデル授業プラン」の実践は，若年経験者教員が実施
する道徳授業として，ねらいが達成でき，授業者の自信
につながる等，一定の成果を上げている。（松田，土田
ら2017）1）
　その要因として，①実態に合った魅力的な教材②負担
が少ない授業準備③校内指導者によるマンツーマン指導
の成果④ねらいがぶれない授業展開⑤効果的な指導方法
の活用等が挙げられた。（松田，土田ら2017）1）
2 　目的
　一定の成果を上げた前回の取り組みではあるが，その
「道徳モデル授業プラン」は，低・中・高学年で各 1 本
ずつの計 3 本しかない。現状を考えると，そのモデル授
業プランは 1 本でも増やしたいものである。
　また，低学年では「役割演技」，中学年では「スケー
ル表」，高学年では「対比的思考」（両面から考える）が
用いられたが，果たして他の教材でも同様の成果を上げ
ることができるのか検証する必要がある。
　そこで，本研究では，若年経験者教員向けの新たに 3
本の「道徳モデル授業プラン」の開発し，実践と分析を
通して，その成果と課題を明らかにすることにある。
　　
Ⅱ　研究の方法
1　研究の方法
　⑴　モデル道徳授業の選定
　道徳の指導主事等として，道徳授業の講師経験が豊富
である，5 人の筆者がそれぞれの知見を持ち寄り，若年経
験者の道徳授業の躓き傾向（松田，土田2016）2）を踏まえて，
道徳授業の基本となる「モデル道徳授業」を選定した。
　⑵　実践と分析方法
　第 3 筆者，第 4 筆者，第 5 筆者が勤務する小学校で，
若年経験者が，各筆者の指導のもとに授業実践を行い，
参加者による授業評価と授業者からの聞き取り調査と分
析を行う。第 3 筆者の学校では低学年，第 4 筆者の学校
では高学年，第 5 筆者の学校では中学年で実践した。
若年経験者教員の道徳授業改善への取り組みⅡ
―「道徳モデル授業プラン」の開発と実践―
松田憲子1）　　 土田雄一2）　　 尾高正浩3）
岡田直美4）　　 佐瀬久代5）
1）千葉県子どもと親のサポートセンター　　 2）千葉大学教育学部附属教員養成開発センター
3）千葉市立轟町小学校　　 4）千葉市立稲丘小学校　　 5）浦安市立明海小学校
Approachs to Improve the Moral Classes for
the Several Experienced Teachers
MATSUDA Noriko1）　　 TSUCHIDA Yuichi2）　　 ODAKA Masahiro3）
OKADA Naomi4）　　 SASE Hisayo5）
1）Support Cennter for Children and Parents In Chiba Prefecture
2）Center for Research and Development in Teacher Education Faculty of Education, Chiba University
3）Todorokicho Primary School In Chiba City　　 4）Inagaoka Primary School In Chiba City
5）Akemi Primary School In Urayasu City
　本研究は若年経験者教員の道徳授業おける躓きを改善するための取り組みⅡである。取り組みⅠから明らかになっ
た道徳授業成功の要因①実態に合った魅力的な教材②負担が少ない授業準備③校内指導者によるマンツーマン指導の
成果④ねらいがぶれない授業展開⑤効果的な指導方法の活用等を意識し，さらに 3 授業（「モデル道徳授業」）を実践
した。どの授業もねらいが達成でき，校内指導者，授業者自身とも手応えを感じる授業を行うことができた。特に「校
内指導者によるマンツーマン指導」が効果的であることがわかった。校内指導者の指導のポイント（授業者とのやり
とりができる，「見本」を示すことができる等）を 4 点に整理して提案した。教材の保管と共有が課題である。
キーワード：若年経験者（Several Experienced Teachers）　道徳授業（Moral Classes）
教員研修（Teacher Training）
 
連絡先著者：土田雄一　y-tsuchida0826@chiba-u.jp
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第 2 号　Ⅱ．人文・社会科学系
─ 286 ─
Ⅲ　研究の実際と考察
1　「道徳モデル授業プラン」の実践
　第 3 筆者，第 4 筆者，第 5 筆者の勤務する各小学校で，
道徳授業の経験が浅い若年経験者を授業者に「道徳モデ
ル授業プラン」による実践を行った。
　実践は平成29年 9日 8日～ 9 月28日までの間に行われた。
　実践に当たっては，授業者の所属する学校の筆者が，
授業の流れ等について具体的に事前に指導を行った。
　授業の概要及び事前の準備，指導はTable 1の通りである。
⑴　低学年実践「いっしょにかえろう」
 （平成29年 9 月 8 日実践）
①　授業者
　低学年の授業者は，教職経験年数 4 年目， 1 年生担任
の女性教諭である。（指導者・第三筆者）
②　事前指導
　第三筆者が事前に約30分間マンツーマンで指導した。
指導する前に，板書に必要な場面絵等の掲示物，役割演
技に必要な名札，板書計画，略案を用意した。
　なお，前回の「若年経験者教員の道徳授業改善への取
り組みⅠ」と同様，授業で使用する掲示物等は研究校か
ら借用し，準備の負担を軽減した。
　指導では，まず資料を読ませ，指導計画と指導略案に
目を通させ， 1 時間の授業の概要についてイメージを持
たせた。
　次に若年経験者教員を子どもに見立て，第三筆者が教
師役で模擬授業を行った。導入，展開，終末と，場面絵
や短冊を用いて板書を構成しながら，ポイントを説明した。
　役割演技について，若年経験者教員も未経験であった
ため，取り組みⅠと同様，この手法でのねらい，はじめ
にどのように発問するのか，子どもの立ち位置等，場の
設定も指導した。
　役割演技について，朝の時間に学級に行き，担任が子
どもに別の場面で（役割演技の）指導するのを，第三筆
者がサポートして指導した。
③　低学年指導者から見た授業の様子
　授業者は，事前授業と同じように，落ち着いていて，
子どもの話をよく聞いていた。
　授業者は，事前に指導した通り，丁寧に子どもたちに
指導できていた。子どもたちも少しずつ役割演技に慣れ
てきたようで，積極的に挙手をして演技していたが，表
現が乏しく，うまく話せない子もいた。
　役割交替で気持ちの変化を確認しようとしたが，次に
考えさせようとした発言が出てしまい，意図していた予
定より早く終わってしまった。改めて，夏休み明け45分
の 1 年生の道徳の時間の難しさを感じた。
　授業者は，ねらいからそれることなく，授業ができた
ので，大きな自信につながったと思われる。
④　授業者の振り返りから
　普段の道徳の授業は，どういう教材を選択して，どう
いう指導方法をすればよいのか，よくわからなかったが，
自分でやってみることができてよかった。
　教材がわかりやすい。子どもたちにもよくある場面だ
と感じた。役割演技は初めてだったが，指導を受けたの
Table 1 　授業実践の若年経験者と事前指導・準備の概要
低学年
第 3 筆者勤務校
中学年
第 5 筆者勤務校
高学年
第 4 筆者勤務校
実 施 日 平成29年 9 月 8 日 平成29年 9 月15日 平成29年 9 月28日
指 導 者 第 3 筆者 第 5 筆者 第 4 筆者
実 践 学 年 小学校 1 年 小学校 3 年 小学校 6 年
授 業 者
教職経験 4 年目
女性
講師 4 年目
男性
教職経験 5 年目
女性
教 　 材
「いっしょにかえろう」
出典：教育出版
『こころつないで』 1 年
「絵はがきと切手」
出典：文溪堂
『４年生のどうとく』
「おくれてきた客」
出典：NHK　Ｅテレ
『ココロ部！』
事前の準備
・場面絵等，板書に必要な資料
・役割演技に必要な名札
・板書計画と略案
・場面絵
・指導案
・掲示物（授業者が作成）
・ 番組HPからダウンロードした指導
案・掲示物・ワークシート
授業の手法 役割演技 スケール表とネームプレート 映像資料
事 前 指 導
・ 30分個別指導
・ 資料・板書計画・略案に目を通
させる。
・ 若年経験者教員を子どもに見立
てて模擬授業を行う。
・ 導入・展開・終末と，ポイント
を説明する。
・ 手法についても目的，発問，子
どもの立ち位置等，説明した。
・ 事前に子どもに役割演技を別の
場面で指導。
・ 事前に60分個別指導。
・ 教材を一緒に読みながら指導の
ポイントを話し合ったり板書計
画をいっしょに考えたりした。
・ スケールとネームプレートを使
用し，児童の考えを明確にしな
がら話し合い活動に重点を置く
ことを計画。
・ 中心発問や掲示物は授業者の考
えを取り入れて準備。
・ 事前に60分個別指導。
・ 略案を読みながら，授業の進め
方，時配・板書構成を確認する。
・ 映像の視聴箇所を確認する。
・ ワークシートの書かせ方や机間
指導の仕方，意図的指名や話し
合いのさせ方についても指導。
・ 話し合いの中でねらいに迫るた
めの補助発問についても指導。
若年経験者教員の道徳授業改善への取り組みⅡ
─ 287 ─
で，ただ演技させるのではなく，その後の話し合いが大
切なことがわかった。
　 1 年生は言葉が少ないので，演技することで身近に感
じることができたようだ。
　指導案の流れもしっかりしていて，イメージがしやす
かった。初めて，道徳の授業の進め方がわかった。
⑤　低学年実践の考察
　授業者や指導者のコメントから，授業のねらいが達成
できた授業と言えるだろう。授業者は，教材選びから授
業の実際までを，体験的に学んだことで，「よくわから
なかった道徳授業」が，「ねらいを目指す道徳授業」へ
と変わったことがわかる。
　ねらいを達成するためには話し合いが大切であり，ど
う話し合わせるのかをこの教材を用いて理解できたこと
は，授業者にとって，今後の授業につながると言える。
⑵　中学年実践「絵はがきと切手」
 （平成29年 9 月15日実践）
①　授業者
　中学年の授業者は，講師経験が 3 年間ある教職経験 5
年目， 3 年生担任の男性教諭である。（指導者第 5 筆者）
②　事前指導
　教室で事前に約60分ほど，教材を一緒に読みながら指
導のポイントについて話し合い，板書計画をいっしょに
考えた。スケール表とネームプレートを使用し，児童の
考えを明確にしながら話し合い活動に重点をおこうと計
画した。
　授業者に道徳授業への思い入れがあったので，中心発
問や掲示物について，授業者の考えを取り入れ，流れの
確認をした。
③　中学年指導者から見た授業の様子
　子どもがよく考えていた。授業後，子どもたちは「本
当におもしろかった」という感想を述べている。これま
では，日常の中で，子どもたちが議論したり，自分の立
場を明らかにして話し合うなどの授業を構成できないだ
けでなく，そういった授業がどういうものかイメージで
きていなかった。しかし，この授業を通して「もっと子
どもの意見を引き出した授業にしたい」という願いが出
てきた。子どもが自ら意見を言い出せる授業を構成して
いた。今後の授業につながる実践となった。
④　授業者の振り返りから
　「道徳の授業をやりたい」と思っても，実際授業をし
ようとすると，どんな授業をしたらよいか悩んだり迷っ
たりしてなかなか実践につながらず，指導書どおりの展
開や「読み物道徳授業」になりがちだった。しかし，発
問や板書計画を一緒に考えてもらうことで，授業を実践
するハードルが下がった。
　薦められた教材は，初めての教材だったが，子ども達
に考えさせたい問題場面がわかりやすいと思った。
　「伝える」「伝えない」を対立項にスケールを使ったが，
「伝えるに偏った」のは課題だと思う。この発問に入る
前にもっと子供達に教材を理解させる必要があった。
　スケール表やネームプレートを使うと，子ども達の発
表や話し合いが活発になり，授業が活性化することが実
感できた。子どもが意見を出し合い自然に話し合いが成
立していた。子どもたちのワークシートへの書き込みも
普段の 3 割ほど増していた。
　ぜひまたやってみたいと思う。
⑤　中学年実践の考察
　指導者や授業者のコメントから，ねらいを意識し，子
どもたちから意見を引き出そうとした授業であったとい
える。子どもたちも，「発表や話し合いが活発であった」
「ワークシートへの書き込みが 3 割ほど増していた」と
いうコメントから，能動的に授業に参加し，活性化して
いたことがわかる。
　「伝える」に偏ったことが課題と授業者は挙げている
が，子どもたちがよく考えて意志決定したことであり，
ねらいに向けて話し合ったからこそであろう。
　「子どもが自ら意見を言い出せる授業」を構成でき，「ぜ
ひまたやってみたい」という思いを抱いた授業者，今後
の授業につながると言える。
⑶　高学年実践「おくれてきた客」
 （平成29年 9 月28日実践）
①　授業者
　高学年の授業者は，経験年数 5 年目の女性教諭，学級
は昨年からの持ち上がりである。
②　事前指導
　教室で，約60分のマンツーマン指導をした。指導案略
案を読みながら，導入，展開前段，後段，終末の発問と
進め方，ワークシートの使い方，板書の書き方，時配等
を確認した。
　場面把握の仕方について，登場人物やキーワードにな
る言葉を短冊にすることや，抑えるべき場面等，板書計
画の指導をした。
　展開では中心発問に対して，自分の意見をはっきりさ
せた上で，その理由を書かせるよう指導した。また机間
指導して，子供たちの意見をメモさせ，意図的指名に生
かすようにした。
　話し合いの仕方については，子ども同士の意見交換が，
「考え議論する場」となるので，発問について具体的に
指導するとともに，時間もかけるよう助言した。
　ねらいに向けて，深める発問や補助発問についても具
体的に指示した。
　終末では，自分の生活の中で同じような経験を想起さ
せ，教材の世界から，一般化するように指導した。
③　高学年指導者から見た授業の様子
　指導略案の大まかな発問の流れと，板書計画が明確で
あるので，ある程度自信をもって授業に臨めていた。
　映像を編集し，ねらいに向けてより子どもがわかりや
すい教材に工夫したり，適切なキーワードや短冊を作成
したりして，授業の中で効果的に活用していた。
　中心発問がわかりやすく，考えさせたいことがぶれな
かった。話し合いでは机間指導を生かして指名したり，
子どもの意見を短い言葉でわかりやすく板書にまとめた
りすることができていた。
　また，子どもたちもとてもよく考え，ワークシートに
自分の意見や学習の振り返りを書いていた。今回のよう
なディベート的な話し合い（「入れるか・入れないか」）
になれていなかったため，互いの意見交換が少なかった。
前半の自分の意見を出すところまではとても活発であっ
たので，今後，互いの意見を聞き合ったうえで意見交換
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をする話し合いを入れていくとさらに授業が活性化され
るだろう。
④　授業者の振り返りから
　話し合いのさせ方が慣れていなかったので，子どもが
意見を変えようとしたときの対応や，「入れるか」「入れ
ないか」等の意見交換での発言の引き出し方などが反省
点である。
　「ねらいがずれないように」ということばかり考えて
いて，最後に誘導してしまった感がある。授業後に指導
者から，子どもの発言の引き出し方や深め方を助言して
もらい，「なるほど」と思った。授業でのねらいの大事
さを再確認した。
⑤　高学年実践の考察
　指導者や授業者のコメントから，ねらいを達成できた
授業であることがわかる。授業者は指導者からの事前指
導で授業イメージをつかんだからこそ，自身の授業の課
題がどこにあったか分析できている。その課題は授業者
の今後の改善につながるであろう。　
　指導者が細かな流れやポイントを丁寧に事前に指導し
たことで，自信を持って授業に臨むことができたという。
このことから，教材や資料が用意され，事前に個別指導し
てもらうことが道徳授業の改善に有効であることがわかる。
2 　授業実践の考察
⑴　授業成功の 5つの要因の有効性
　前回の取り組みⅠ（2017）1）では，授業成功の要因と
して，①実態に合った魅力的な教材②負担が少ない授業
準備③校内指導者によるマンツーマン指導の成果④ねら
いがぶれない授業展開⑤効果的な指導方法の活用等が共
通の項目として挙げられ，考察を加えている。
　今回の取り組みⅡでは，①～⑤の授業成功の 5 つの要
因を意識した教材の選定，授業準備，校内指導者の事前
指導が行われ，それぞれの授業者が手応えや今後の授業
実践への自信や意欲を持てる結果となったことが各実践
の様子からわかる。授業成功の 5 つの要因が，今回の実
践でも「授業成功へのカギ」となっている。
⑵　校内指導者のマンツーマン指導の効果
　前回と今回の実践を関連させながら，考察を加えると，
最も大きな効果があったのは，「③校内指導者によるマ
ンツーマン指導の成果」であったと推察する。
　低学年では，若年経験者教員を子どもに見立て，第三
筆者が教師役で模擬授業を行いながら，導入，展開，終
末と，場面絵や短冊を用いて板書構成まで指導している。
また，「役割演技未経験」であったため，取り組みⅠと
同様，この手法でのねらい，はじめにどのように発問す
るのか，子どもの立ち位置等，場の設定等も丁寧に指導
している。その結果，授業者は落ち着いて授業をするこ
とができ，ねらいを達成できたことから，自信と意欲が
持てたと考える。
　中学年では，教材を一緒に読みながら指導のポイント
について話し合い，板書計画を一緒に考えたとあるよう
に「指導」だけでなく，「一緒に」がキーワードとなっ
ている。「授業者に道徳授業への思い入れがあった」の
で，授業者の思いを生かしながら指導をしたことがわか
る。その結果，「発表や話し合いが活発であった」「ワー
クシートへの書き込みが 3 割ほど増していた」というコ
メントから，子どもたちは能動的に授業に参加し，活性
化していたことがわかる。「子どもが自ら意見を言い出
せる授業」を構成でき，「ぜひまたやってみたい」とい
う思いを授業者が抱くことができたのは事前指導による
ところが大きいと考える。
　高学年では，指導案略案を読みながら，導入，展開前
段，後段，終末の発問と進め方，ワークシートの使い方，
板書の書き方，時配等を授業者と校内指導者が確認して
いる。さらに，抑えるべき場面等，板書計画，展開では
中心発問に対しての扱い，机間指導のポイント，話し合
いの仕方にまで，具体的に指導をしている。ねらいに向
けて，深める発問や補助発問についても具体的に指示す
る等，わかりやすい指導であったことが伺える。
　以上のことから，「校内指導者の重要性と指導のポイ
ント」（後述）が見えてくる。
Ⅳ　総合考察
1　校内指導者の指導のポイント
　前回の総合考察では「校内指導者の養成」を今後の課
題に挙げている。今回の実践分析でも「校内指導者によ
るマンツーマン指導」は大きな成果を上げており，校内
指導者の重要性がわかる。残念ながら，教材や指導案，
掲示物の準備だけではこのような成果を上げることはで
きない。前回と今回の校内指導者は，「道徳授業を指導
した経験がある指導主事経験者」である。彼らの若年経
験者へのかかわりから，「校内指導者の指導のポイント」
（Table 2 ）を検討する。
　指導書やいわゆる「マニュアル本」との大きな違いは，
この 4 つの指導ポイントである。指導者が授業者とのか
かわりの中で，不安や課題を解決していくことが，授業
者が実践に取り組む際に大きな支えとなる。授業のやり
方がわからないときには，「見本」を見せてくれ，質問
に対して一緒に考えながら，助言がもらえるのは大きな
学びとなる。
　最も大切な「ねらいを意識した授業展開」も指導者は
しっかりと意識した指導をしており，躓きそうな場面を
想定して，対応方法等を助言していることも「成功体験」
につながっている。
　この 4 点を意識して若年経験者教員とかかわることは，
の教科の指導においても必要であろう。
Table 2 　指導者の指導のポイント
１　授業者とのやりとりができる
　（質問に対する助言・回答）
２　「見本」を示すことができる
　（模擬授業的に指導）
３　ねらいを意識した展開のポイントの指導ができる
　（実態を踏まえた授業の躓きポイントがわかる）
４　授業者の思いを尊重した授業づくりをサポートできる
　（授業者を活かす指導）
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2 　校内指導者と授業者の関係
　前回と今回の「モデル道徳授業の取り組み」を別の視
点からみてみる。校内指導者である管理職と若年経験者
教員の関係である。
　若年経験者教員にとって，一つの課題である「道徳授
業力の向上」を校内指導者の管理職が的確な指導をする
ことにより，成功体験を積むことができた。これは，本
人の自信や授業力向上につながるばかりでなく，管理職
との（より強い）信頼関係の構築にも役立っているので
はないだろうか。
　若年経験者教員への適切な指導が「校内指導者」への
信頼に結び付くだろう。校内指導者は管理職でなくても
よい。道徳教育推進教師や道徳主任のほか，経験豊かな
教員による指導もよい。しかし，新学習指導要領の方向
性を理解したうえで，「指導者の指導のポイント」（Table
2 ）ができることが要件である。的確な指導は，先輩教
員への信頼につながる。
3 　教科化後の課題
　30年度の小学校での「特別の教科　道徳」全面実施を
前にした課題と対応について検討する。
　⑴　教科書教材の「教具」の保管を
　本実践研究では，「研究校の教材・教具を借りる」「イ
ンターネットで指導案等をダウンロードする」等，若年
経験者教員が負担にならないような配慮や取組を心がけ
た。これは授業者にも好評であった。
　授業をしたいときに，その教具（場面絵・短冊等）が
すぐに手に入ることは重要である。特に，教科書を使用
するのであるから，授業で活用できる教具等が残ってい
れば，心強い。負担軽減になる。
　今後は，実践を増やすとともに，「教具等の保管」も
重要である。
　⑵　校内指導者の育成を
　取り組みⅠでも述べたが，校内に適切な指導者がいる
ことが道徳の授業力向上に結びつきやすい。道徳の校内
指導者の養成が急務である。では，どのようにして，養
成したらよいのか。教育委員会の研修等もよいが，「校
内研修の充実」から育てたい。校内の指導者を育てるた
めの外部講師を招聘してもよいが，その中で「指導のポ
イント」を修得する必要がある。
　併せて，自分の道徳授業を公開できるようにしたい。
相互参観をするのである。そして，道徳授業について，
議論できると授業力は向上する。
4 　おわりに
　今回の実践研究対象者以外の若年経験者教員に，今回
の取り組みについての意見を求めた。「指導案検討に時
間をかけずに，まずは，よい教材とそれに合った指導法
で校内指導者のサポートのもと道徳授業をして，成功体
験を得る取り組み」は，「とてもよい」と即答した。こ
の若年経験者教員は，以前，先輩の道徳授業（教育研究
会での研究授業）を参観して，よいと思い，まねをして
実際に実践したところ，これまで以上に「手応えを感じ
た」という。まさに「成功体験」である。「それから道
徳授業をするのが楽しくなった」と話してくれた。
　また，他の小学校の管理職に，同様の今回の取り組み
を話したところ，こちらも「とてもよい」と即答してい
る。やはり，「悩んでうまくできず自信を失うより，ま
ねでもよいから，よい道徳授業をしてみてわかることも
ある」と言い，さらに「教材を準備する負担を軽減して
いるのもよい」と続けた。
　「マニュアル型道徳授業」のように受け取られるが，
それでも，「多忙な学校」の中で，よりよい道徳授業を
するためには，まずは「成功体験」を積むことができる
「道徳モデル授業」とその蓄積が大きな意味を持つだろう。
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